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NY マーケットレポート（2017 年 11 月 6 日） 

 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、ドル円・クロス円は序盤から小動きの展開となった。その中

で、米国の税制改革法案の行方が不透明との見方から、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。 

また、サウジアラビアが、リヤドの国際空港に対するイランのミサイル攻撃は戦争行為と見なし得ると非難したことや、サウジで汚職を理

由に複数の王族や政府要職者が一斉に逮捕されたことで、同国の政治が不安定化するとの懸念を背景に、原油価格が大きく上昇した。

それを受けて、資源国通貨が上昇する動きとなった。なお、米国は 5日から冬時間となっている。 

 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY市場レポート 
 

21：55 

≪ 要人発言 ≫ 

ロス米商務長官 

 

・「問題視されている事業は以前に開示されている」 

・「利益相反はない」 

・「経済制裁対象のロシア人と関係がある事業はない」 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10月カナダ Ivey購買部協会指数 63.8（前回 59.6） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

ECB公的部門購入プログラム 

          11月 3日・10月 27日・10月 20日・10月 13日・10月 6日  

公的部門・・・・・・・18044.6・・17965.4・・17785.1・・17743.2・・17618.6 

資産担保証券 ABS・・・・246.6・・・250.5・・・249.0・・・247.0・・・246.1 

カバード債・・・・・・ 2364.6・・ 2357.7・・ 2348.8・・ 2339.6・・ 2327.7 

（億ユーロ） 

 

 

2：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリーＮＹ連銀総裁～講演テキスト 

 

・「ドッド・フランク法の見直しは慎重に」 

・「後任探しのプロセスは現在進行中」 

・経済見通しや金融政策に言及せず 
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3：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・NY連銀総裁 

 

・「（パウエル新議長に関する質問に）FRBは問題ない」 

・「FOMCの空席、政策に影響しない」 

・「米経済は完全雇用に近い、インフレは不可解」 

 

 

3：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「物価水準目標について金融当局は討議を始めるべきだ」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 は、原油価格の上昇を手掛かりに資源関連株を中心に上昇となり、小幅ながら最

高値を更新して引けた。一方、独 DAXは利益確定の売りに押され小幅安となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY金市場 ≫ 

 

NY金は、中心限月が前日比 12.40ドル高の 1オンス＝1281.60ドルで取引を終了した。 

 

ＮＹ金は、ドルが主要通貨に対して下落したため、ドルの代替資産とされる金の買いが広がった。また、サウジアラビアや北朝鮮情勢

を巡り地政学リスクが意識され、比較的安全な資産としての需要も高まった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

NY原油は、中心限月が前日比 1.71ドル高の 1バレル＝57.35ドルで取引を終了した。 

 

NY原油は、サウジアラビアの汚職対策委員会が王子や閣僚などを多数拘束したことや、イエメンからサウジアラビアに向けて弾道ミサ

イルが発射されたと伝わったことを受けて、中東情勢の緊迫化が原油の供給に支障を与えるとの懸念が広がり、買いが優勢となった。

終値ベースでは、2015年 6月下旬以来約 2年 4ヵ月ぶりの高値を付けた。   

 

 
出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

株式市場は、これまでに発表された米主要企業の 7-9期決算の内容が堅調だったことを背景に、主要株価は買いが優勢となった。ただ、

アジア歴訪中のトランプ米大統領の北朝鮮に対する発言への警戒感もあり、上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく、新規材料に乏しい中、米国債利回りの低下を受けて、ドル売り・円買いとなり、

ドル円・クロス円は軟調な動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


